令和７年度利用料軽減に関する調書事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　
代表者職氏名：　　　　　　　　　　　　　
※運営している複数のクラブで利用料軽減額が
同一の場合は，クラブ名の記載は不要です。



クラブ名：　　　　　　　　　　　　　　　　

１　基本となる利用料の金額
	軽減前
	円
	軽減後
	円



２　独自減免制度の有無　※いずれかに「○」をつけてください。
　　有　　・　　無　　　

［有の場合］
　減免の方法　　　　　　区分に応じた金額の設定　　・　　区分に応じた金額の割引
　　　　　　　　　　（例：第二子料金10,000円）　　　 （例：兄弟割引2,000円引き）
減免の種類および金額
	減免の種類
（減免の区分ごとに全て記載）
	軽減前の金額
※
	軽減額
	軽減後の金額

	例）兄弟割引（基本利用料から2,000円割引）

	８，０００円

	４，８００円

	３，２００円


	併用の可否等

可　・　否
	例）・併用可能，ただし○○○○円を下限とする
・併用不可，該当する区分のうち最も低額となる区分のみ適用　等



※基本となる利用料からそれぞれの減免項目の割引額を差し引いた後の金額を記載してください。

３　利用料の軽減方法
	軽減方法(〇をつける)
	具体的な方法

	
	現金で還付
	(例)10月・3月にそれぞれ軽減額×6か月分還付


	
	利用料から減免
	(例)年度当初から毎月6,000円減額
(例)6,000円×12か月分を6月以降徴収の利用料から減免するため，6月分以降，基本利用料から6,000円減額


	
	還付および利用料からの減免
	(例)5月に2か月分を還付し，6月分の利用料から軽減後の利用料を徴収する。




